
 
 

 
 

行政の窓　木材・木製品輸入の動向について

【木材・木製品の輸入概要】　平成 16 年度北海道の木材・木製品の輸入実績は，財務省貿易統計によると総額で

834 億円を占め，主要品目別には丸太 114 億円，製材 148 億円，チップ 233 億円を占めています。丸太の輸入額

が減少する一方，製材，合単板，集成材などの輸入額は増加しており，道内の輸入状況はより一層製品への移行

が進んでいます。

【輸入材率】　我が国の輸入材率は，昭和 40 年代以降急激に上昇し，平成 16 年度には 81.4％と高率となってい

ます。

　一方，森林面積が 71％を占める北海道では，増加傾向にあった輸入材率が平成 10 年度に減少に転じ，平成 14

年度以降も引き続き 60％を下回るようになりました。近年，道内の木材需要量は減少傾向にありますが，平成

14 年度以降道産材の供給量が徐々に伸びてきたことから，平成 16 年度の輸入材率は，前年度と比べさらに 2.7

ポイント減少し平成 10 年度並みの 57.2％となりました。今後は，国際的な需給の変化もあり輸入材は減少傾向

にあることから，道産材資源の活用拡大が期待されるところです。

【丸太輸入の動向】　丸太輸入量は，平成 11 年度に増加に転じたのをピークに減り続け，平成 16 年度では前年

比 80％となりました。

　平成 16 年度の北洋材の輸入量は，平成 11 年度に比べ 44％と大幅に減少しましたが，丸太の輸入量の 60％以

上を占めています。また，日本は，ロシアの膨大な天然林資源を背景に，北洋材輸入をリードしてきましたが，

近年，経済発展が著しい中国との競合により，今後一層北洋材丸太の輸入減少が進むことが予想されます。

　世界最大の木材製品消費地であるアメリカは国内の住宅需要が高水準で推移していることから，米材の輸入量

も，平成 17 年度で，前年同期比より 25％も減少しました。また，南洋材は，資源的制約や丸太輸出規制などに

より増減はあるものの徐々にその輸入量を減らしており，平成16年度の輸入先は唯一マレーシアとなっています。

表1　丸太輸入量年度別集計（北海道） 単位：千ｍ3

北洋材 米材 南洋材 その他 合計

8 1,022 476  278  102  1,878 

9 1,002 333  249  90  1,674 

10 713 232  201  33  1,179 

11 1,035  234  219  40  1,528 

12 952  202  130  44  1,328 

13 702  206  106  27  1,041 

14 585  156  99  18  858 

15 573  182  117  11  883 

年度

16 451  152  98  13  714 

16(4 ～9) 280  86  44  5  415 

17(4 ～9) 171  66  69  9  315 
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図1　丸太輸入量の推移（北海道）

南洋材

米材

北洋材

林産試だより　2006年2月号 11



（水産林務部 木材振興課　主査（貿易調整））

【針葉樹製材輸入の動向】　製材については，平成 10年度に輸入量が大きく落ち込んだものの，その後は 30万 m3

以上で推移しています。

　平成 8年度に輸入量の 77％を占めていたカナダからの輸入は，平成 16 年度においてはアメリカの国内需要に

振り向けられたことなどから輸入量は半減し，シェアも 46％まで低下しています。

　輸入量の減少傾向が続くカナダに対し，ヨーロッパからの輸入は，北欧からの輸入量の伸びや東欧の新たな産

地からの輸入もあり，全輸入量の 42％を占めるまでになっています。

表2　針葉樹製材輸入量年度別集計（北海道） 単位：m3

ヨーロッパ カナダ 米国 その他 合計

8 53,428  328,268  38,147 6,784  426,627

9 69,855  232,283  24,350 9,681  336,169

10 45,799  166,479  18,536 5,474  236,288

11 91,422  245,059  20,403 17,119  374,003

12 133,852  199,607  10,253 22,737  366,449

13 116,797  176,013 6,309 20,993  320,112

14 144,079  167,372 4,755 30,183  346,389

15 128,419  176,146 3,679 32,686  340,930

年度

16 150,209  166,871 4,011 33,043  354,134

16(4～ 9) 89,322 122,879 1,939 21,538 235,678

17(4～ 9) 81,002 92,056 667  18,831  192,556
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図2　針葉樹製材の輸入量の推移（北海道）
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【構造用集成材】　構造用集成材の輸入量は，平成 16年度において木造率は上昇したものの住宅着工戸数が減少

したことから，平成 13年度並みの 37千 m3 となりましたが，ここ数年は堅調に推移しています。

　ヨーロッパからの輸入は，為替や運搬経費等の影響があるものの圧倒的なシェアを有しており，特に，フィン

ランドからの輸入が突出しています。

表3　構造用集成材輸入量年度別集計（北海道）

ヨーロッパ カナダ 米 国 その他 合計

8 5,236  2,487  3,776  140  11,639 

9 5,659  1,254  1,780  880  9,573 

10 5,283  5,989  1,125  742  13,139 

11 14,771  6,719  1,828  1,306  24,624 

12 28,696  9,318  2,422  3,080  43,516 

13 24,242  8,038  1,766  2,620  36,666 

14 34,538  3,386  1,392  2,012  41,328 

15 30,320  5,128  1,395  1,450  38,293 

16 25,350  4,533  496  6,168  36,547 

16(4～9) 9,784  2,590  496  6,956  19,826 

17(4～9) 18,669  1,458  135  3,132  23,394 
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図3　構造用集成材輸入量の推移（北海道）
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